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民間経営の直売所に学ぶ
総務産業常任委員会

　

社
会
文
教
常
任

委
員
会
は
、８
月
５

日（
水
）
に
安
曇
野

市
の
防
災
広
場
と

池
田
町
の
認
定
こ

ど
も
園「
野
あ
そ
び

保
育
あ
い
そ
め
」を

視
察
し
た
。

◆
安
曇
野
市
で
は
、

災
害
時
の
在
宅
避

難
へ
の
備
え
拡
充

を
目
的
に
、
防
災
用

品
購
入
補
助
金
制

度
を
実
施
。

　

対
象
者
は
市
内
に
住
所
を

有
し
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
世
帯
で
、
申
請
は
同
一
世

帯
に
つ
き
年
度
内
一
回
を
限

定
と
し
て
い
る
。

　

対
象
品
目
は
、
17
品
目
の

多
岐
に
わ
た
り
、
補
助
率
及

び
上
限
額
は
、
防
災
用
品
購

入
費
の
３
分
の
１
で
上
限
額

２
万
円
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
防
災
ラ
ジ
オ
購

入
補
助
金
制
度
を
設
け
、
市

民
の
日
頃
の
備
え
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
普
及
を
促
し

て
い
る
。

　

防
災
広
場
で
は
、
13
の
機

能
を
持
ち
合
わ
せ
、
災
害
時

は
支
援
拠
点
、
復
旧
・
復
興

時
は
応
援
部
隊
活
動
拠
点
、

平
常
時
は
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

◆「
野
あ
そ
び
保
育
あ
い
そ

め
」は
、今
年
４
月
に
民
間
保

育
園
と
し
て
開
園
。

　

統
合
に
よ
り
閉
園
し
た

町
保
育
施
設
活
用
の
た
め
、

保
護
者
の
選
択
肢
の
拡
充
を

目
的
に
、
町
は
民
間
事
業
者

を
誘
致
し
た
。
選
考
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
実
施
、
公

私
連
携
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

移
管
後
の
保
育
園
で
は
、

自
然
保
育
を
中
心
に
特
色
あ

る
保
育
を
実
践
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば

れ
、
移
住
・
定
住
に
も
つ
な

げ
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い

る
。

　

今
回
の
視
察
を
参
考
に
、

防
災
意
識
の
向
上
と
、
子
育

て
へ
の
取
り
組
み
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。（

宮み
や
い
り入　

健た
け
し誠
）

充実した防災設備（安曇野市）

野あそび保育　あいそめ（池田町）

  

総
務
産
業
常
任
委
員
会

は
、７
月
30
日（
木
）
に
、
創

業
32
年
目
を
迎
え
る
伊
那

市
の
産
直
市
場「
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
」を
視
察
し
た
。

　

同
施
設
は
生
産
者
２
０
０

０
名
が
登
録
し
、
年
間
約
７

０
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　

助
成
金
に
頼
ら
ず
自
立
経

営
を
徹
底
し
農
産
物
の
他
、

古
物
や
骨
董
、
伊
那
谷
特
産

の
昆
虫
食
、
動
物
の
飼
育
展

示
、
山
羊
の
レ
ン
タ
ル
ま
で

行
う
多
角
的
な
施
設
で
あ

る
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
一
般
的

な
規
格
外
品
の
集
荷
に
加

え
、
生
産
者
販
売
手
数
料
は

20
％
と
高
め
で
あ
る
が
、
生

産
者
側
は
利
益
追
求
に
走
ら

な
い
同
施
設
の
考
え
を
理
解

し
て
い
る
。
冬
場
の
原
価
販

売
や
子
育
て
支
援
、
還
元
な

ど
地
域
貢
献
に
も
注
力
し
て

い
る
。ま
た
、子
ど
も
で
も
生

産
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

社
会
体
験
を
通
じ
て
将
来
の

生
産
者
育
成
に
繋
げ
て
い

る
。

　

チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
広

告
宣
伝
は
一
切
行
わ
ず
、
施

設
内
に
食
堂
や
土
産
品
を
置

か
な
い
。
観
光
客
に
街
へ
足

を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
経
済
循
環
を
最

優
先
し
て
い
る
。

　
「
農
業
で
稼
げ
る
モ
デ
ル
」

を
目
指
し
、行
政
、地
域
や
生

産
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
ら
れ
る
様
に
自
立
と
地
域

還
元
に
取
り
組
む
姿
勢
に
深

い
感
銘
を
受
け
た
。

　

利
益
追
求
に
捉
わ
れ
ず
、

人
と
の
繋
が
り
と
地
域
全
体

の
活
性
化
を
主
軸
に
置
く
経

営
理
念
は
、
町
の
今
後
の
農

業
振
興
や
地
域
資
源
活
用
を

考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
と

な
っ
た
。

（
星ほ

し　

哲て
つ

夫お

）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）
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